
大阪府建設事業評価大阪府建設事業評価

（再々評価）（再々評価）

流域下水道事業（12処理区）流域下水道事業（12処理区）

大阪府都市整備部下水道室

下水道事業の目的下水道事業の目的

都市の健全な発達及び公衆衛生の向上
に寄与し、あわせて公共用水域の水質
の保全に資すること

（下水道法第１条抜粋）

１．下水道事業の目的

下水道事業の役割下水道の役割

２．下水道の役割

(3)浸水の防除

都市内に降った雨水を集めて、
河川、海域等へ排除することによ
り、道路の冠水や家屋の床上・床
下浸水被害を防ぐ

(4)下水道資源の有効利用

①下水汚泥の有効利用
・建設資材、ｴﾈﾙｷﾞｰ利用等

②処理水の有効利用

・せせらぎ用水、散水 等
③処理場上部空間利用
・公園 等

(2)公共用水域の水質保全

汚水を終末処理場で処理するこ
とにより、大阪湾や河川などの公
共用水域の水質汚濁を防止する

(1)生活環境の改善

トイレの水洗化、家庭や工場等
の汚水の速やかな排除により、悪
臭の発生や伝染病の発生を防ぐ

下水道のしくみ下水道施設と下水処理のしくみ

３．下水道のしくみ

管渠



高度処理

３．下水道のしくみ

大きな砂やゴミ
を落とします

ゆっくり流れな
がら小さな汚れ
を落とします

微生物が残った
汚れを食べます

微生物ときれいな
水に分けられます

細かな汚れを
濾過します

殺菌消毒して
放流されます

汚水処理（高度処理）のしくみ

窒素・リン
の除去

下水排除方式の特徴

３．下水道のしくみ

合流式下水道

分流式下水道

汚水

雨水

吐口 処理場

合流式下水道
汚水と雨水を同一管渠で集水

○分流式に比べコストが安価

○大降雨時は未処理の汚水が

雨水とともに公共用水域へ排出

雨水

処理場

汚水

分流式下水道
汚水と雨水を別々の管渠で集水

○合流式に比べコストが高価

○すべての汚水を処理可能

河川

下水排除方式について

合流式下水道下水道排除方式その１

３．下水道のしくみ

＜合流式下水道＞

合流式下水道のしくみ

晴天時 雨天時

• ポンプ吐き（安威川流域下水道 穂積ポンプ場）

下水道排除方式その１

３．下水道のしくみ

＜合流式下水道＞



分流式下水道下水道排除方式その２

３．下水道のしくみ

＜分流式下水道＞

分流式下水道のしくみ

流域下水道と公共下水道のしくみ

●大阪府施行（赤字）

流域下水道

流域幹線管渠、ポンプ場、
終末処理場等の建設・維
持管理

●市町村施行（青字）

流域関連公共下水道

枝線管渠、ポンプ場等の建
設・維持管理

上記の他、府施行分の建
設・維持管理費の負担

４．下水道の種類

流域下水道と公共下水道のしくみ

流域関連
公共下水道

流域下水道の効用

４．下水道の種類

流域下水道の効用

①自然的・社会的・水利用等の状況を総合的に判断
し、処理区域の設定、処理場の位置選定等を行え
るため、効率的な水質保全が図れる

②終末処理場が1箇所に集約されるなどスケールメリ
ットが働くことで、建設費・維持管理費が軽減される

③財政力が弱い、技術職員等の不足から、独自で下
水道整備を行うことが困難な市町村においても、都
道府県が幹線管きょ、ポンプ場及び終末処理場の
建設・維持管理を行うことにより、下水道整備の促進
が図れる

ROSE PLANROSE PLAN（21世紀の大阪府下水道整備基本計画）［H14.3策定］

６．大阪府の下水道事業の整備方針

施 策

水環境の管理
豊かできれいな水環境

安全で安心な街づくり
雨に強いまちづくり

持続性のある循環型社会の形成
暮らしやすい社会
循環型のまちづくり

暮らしを支える維持管理

目 標 像
・泳げる川、泳げる海を取り戻す
・水路や水辺を甦らせ、人の心にゆとり
と安らぎを与える

・概ね、10年に1度の雨に対応したまちづくり
・都市型水害に強いまちづくり

・下水道からまちづくりへの提案
・新たな環境問題に対する不安をなくす
・下水道資源を活用した循環型の街づくり

・広域集中管理
・大規模災害時のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ体制強化



流総計画大阪湾流域別下水道整備総合計画［H12.12策定、現在見直し中］

６．大阪府の下水道事業の整備方針

下水道法第2条の2に規定された法定計画
環境基本法の水質環境基準が定められた河川・海域等の公共

用水域における下水道の整備に関する総合的な基本計画

下水道により処理する範囲、施設配置

下水の窒素・リンの削減目標量及び削減方法 等

について定めている。

流総計画高度処理の推進

６．大阪府の下水道事業の整備方針

■高度処理とは
通常の処理による有機物の除去と通常処理では充分除去でき
ない物質（窒素・リン等）の除去を行う処理

■高度処理の目的
河川や大阪湾の水質改善を図り、水質環境基準を達成する
ため、大阪湾流域別下水道整備総合計画に基づき高度処理
施設の整備を推進すること

河川の水質悪化状況 赤潮の発生状況

合流改善合流式下水道改善対策の推進

６．大阪府の下水道事業の整備方針

ポンプ場

堰高の調整

遮集管の新設

雨水滞水池の新設

スクリーンの設置

簡易水処理施設
の増強と高度化

増補幹線流域下水道増補幹線の考え方（寝屋川流域下水道）

６．大阪府の下水道事業の整備方針

下水道貯留施設

※増補幹線と一体的に貯留
管を設置する場合あり

公
共
下
水
道
管

流
域
下
水
道
幹
線流

域
下
水
道
増
補
幹
線

ポンプ場・
下水処理場へ流入

地下河川へ放流

イメージ図イメージ図

シールドマシン

中央南増補幹線（二） 内径５．２ｍ



事業計画図

７．大阪府下の流域下水道

流域下水道事業計画図



■下水道事業の概要 

１．下水道事業の目的 

 

 

 

 ２．下水道の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．下水道のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

(1) 生活環境の改善 

トイレの水洗化、家庭や工場等の汚

水の速やかな排除により、悪臭の発生

や伝染病の発生を防ぐ 

都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の水質の保全に

資する（下水道法第１条一部抜粋） 

(3) 浸水の防除 

 都市内に降った雨水を集めて、河

川、海域等へ排除することにより、

道路の冠水や家屋の床上・床下浸水

被害を防ぐ 

(4) 下水道資源の有効利用 

①下水汚泥の有効利用 

 ・建設資材、ｴﾈﾙｷﾞｰ利用 等 

②処理水の有効利用 

・せせらぎ用水、散水 等 

③処理場上部空間利用 

 ・公園 等

(2) 公共用水域の水質保全 

汚水を終末処理場で処理することに

より、大阪湾や河川などの公共用水域

の水質汚濁を防止する 

(1)下水道施設 

 主として、管きょ・ポンプ場・終末処理場から構成 
 

(2)下水処理のしくみ 

 家庭や工場等から発生する汚水は、道路の下に埋設されている管きょを流下し、ポ

ンプ場を経由し、終末処理場で処理をした後、河川、海域等の公共用水域に放流する。

また、下水処理により発生する汚泥は、焼却処理等行い埋立処分や建設資材等に有

効利用されている。 

雨水は、管きょを流下し、ポンプ場を経由した後、河川、海域等へ直接放流する。 

※ポンプ場は、自然流下できない場合等、必要に応じて設ける 
 

(3)下水排除方式 

汚水・雨水を同一の管きょで集水する合流式下水道と別々の管きょで集水する分流

式下水道の２種類がある。 

合流式下水道は、分流式下水道よりも建設コストが安価で汚水整備と雨水整備を同

時に進めることができるメリットはあるが、構造上、雨天時に未処理の汚水が雨水と

ともに公共用水域に排出されるデメリットがある。 

大阪府では、昭和40年に全国に先駆け寝屋川流域で流域下水道事業に着手した当時

は、雨水の排除による浸水の防止と汚水の速やかな排除を下水道事業の大きな目的と

して、早急に整備する必要があったことから、合流式を採用していた。 

しかし、公害問題の顕著化に伴い、昭和45年に下水道法の一部が改正され、「公共

用水域の水質保全」を下水道法の目的に加えることとなり、法改正以降は、公共用水域の

水質汚濁防止の観点から、新規に着手する事業は分流式を採用している。 

(1)事業区分 

 

 

 

 
 
(2)流域下水道の財源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①国土交通省は、流域下水道の建設費を対象に国庫補助金を交付 

②建設及び維持管理の一部には大阪府の一般会計からの繰入れ金を充当 

③市町村は建設負担金および維持管理負担金を大阪府に納入 

④市町村の財源は住民からの下水道使用料、受益者負担金及び一般会計からの繰入金 

※上記は、府施行の流域下水道事業のみを表したものであり、市町村施行の流域関連

公共下水道事業は含んでいない 

４．下水道の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．流域下水道事業における大阪府と市町村の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主として、流域下水道と公共下水道に大別される 

(1)流域下水道 

２以上の市町村に跨る流域のうち、都道府県が主体となる下水道 

 流域幹線管きょ・ポンプ場・終末処理場等から構成され、建設・維持管理を都道
府県が行う 

(2)公共下水道（単独公共下水道・流域関連公共下水道等） 

 市町村が主体となる下水道 

①単独公共下水道･･･････終末処理場を有するもの 

②流域関連公共下水道･･･流末を流域下水道に接続する形態をとるもの 
 
※今般の事業評価の費用効果分析に際しては、上記の流域下水道と流域関連公共下水道を

併せて、広義の流域下水道事業として評価を行った 
 

流域下水道事業の効用 

① 自然的・社会的・水利用等の状況を総合的に判断し、処理区域の設定、処理場の
位置選定等を行えるため、効率的な水質保全が図れる 

 
② 終末処理場が 1箇所に集約されるなどスケールメリットが働くことで、建設費・
維持管理費が軽減される 

 
③ 財政力が弱い、技術職員等の不足から、独自で下水道整備を行うことが困難な市
町村においても、都道府県が幹線管きょ、ポンプ場及び終末処理場の建設・維持

管理を行うことにより、下水道整備の促進が図れる 

大阪府 

【流域下水道事業】 

流域幹線管きょ、ポンプ場、終末処

理場等の建設・維持管理 

市町村 

【流域関連公共下水道】 

流域幹線管きょに接続する枝線管きょ、 

ポンプ場等の建設・維持管理 

国土交通省 

府（下水道特別会計） 

<<建設・維持管理主体>> 

府（一般会計） 

② 

① 

市町村（下水道特別会計） 

市町村（一般会計） 

住 民 

④ 

④ 
国庫補助 

（建設のみ） 

繰入れ 

建設負担金及び 

維持管理負担金 

下水道使用料 

繰入れ 

受益者負担金 

  ③ 



６．大阪府の下水道事業の整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)主な上位計画 

 1）ROSE PLAN（21 世紀の大阪府下水道整備基本計画）［平成 14 年 3 月策定］ 

「豊かで安心して暮らせるまちづくりと持続発展可能な循環型社会の創出」を基本

理念とし、従来の下水道の役割に加え、これからの 21 世紀の時代に府民が求める要

求に応え、「大阪の再生・元気倍増」に貢献できる事業展開を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)大阪湾流域別下水道整備総合計画［平成 12 年 12 月策定、現在見直し中］ 

下水道法第 2 条の 2 に規定された法定計画。環境基本法の水質環境基準が定めら

れた河川・海域等の公共用水域における下水道の整備に関する総合的な基本計画で

あり、下水道により処理する範囲、施設配置や下水の窒素・リンの削減目標量及び

削減方法等について定めている。 

 

(2)主な事業内容 

1)高度処理の推進 

 河川や大阪湾の水質改善を図り、水質環境基準の達成を目的として大阪湾流域別

下水道整備総合計画に基づき、高度処理施設の整備を推進していく。 

 対象：全ての流域下水道 
 

2)合流式下水道改善対策の推進 

「大阪府流域下水道合流式下水道緊急改善計画」（平成 17 年 3 月策定、現在見直

し中）に基づき、合流式下水道から雨天時に排出される汚濁負荷量の削減（分流式

下水道並みの汚濁負荷量の削減）、公衆衛生上の安全確保(未処理放流の回数半減)、

きょう雑物の削減（ゴミ等の流出防止）を目標に、計画的かつ効率的な改善対策を

推進していく。 

※平成 15 年に下水道法施行令が改正され、平成 16 年度より原則 10 年間で合流式下水

道の改善対策を完了することを義務付けされた。（ただし、寝屋川流域下水道 [川俣処理

区]については合流区域面積が 5,000ha 以上であるため 20 年間で改善対策を完了する）

 対象：猪名川・安威川・淀川右岸・寝屋川流域下水道 
 

3)雨水整備の推進 

  概ね 10 年に一度の大雨に対応した施設整備を推進していく。 

特に、寝屋川流域においては、寝屋川流域総合治水対策の一環として増補幹線の

整備を推進している。 

 対象：猪名川・安威川・淀川右岸・寝屋川・大和川下流[今池処理区]流域下水道 

施 策 

水環境の管理 

豊かできれいな水環境 

安全で安心な街づくり 

雨に強いまちづくり 

持続性のある循環型社会の形成 

暮らしやすい社会 

循環型のまちづくり 

暮らしを支える維持管理 

目 標 像 

・泳げる川、泳げる海を取り戻す 

・水路や水辺を甦らせ、人の心にゆとりと安ら

ぎを与える 

・概ね、10 年に 1度の雨に対応したまちづくり 

・都市型水害に強いまちづくり 

・下水道からまちづくりへの提案 

・新たな環境問題に対する不安をなくす 

・下水道資源を活用した循環型の街づくり 

・広域集中管理 

・大規模災害時のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ体制強化 

７．大阪府下の流域下水道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．流域下水道の整備状況と流域別下水道普及状況 

 

 

昭和 40 年に全国に先がけ、寝屋川流域で流域下水道事業に着手し、現在 7 流域 12 処

理区において事業を実施中 
 
○流域下水道の概要 

   区分 

流域名 
処理区名 排除方式 

採択 

 年度※1 

関係 

都市数 

計画処理 

区域面積 

猪名川 原田処理区 分流式一部合流 S42 4 市町 5,470ha 

安威川 中央処理区 分流式一部合流 S42 6 市 8,294ha 

淀川右岸 高槻処理区 分流式一部合流 S45 3 市町 5,017ha 

淀川左岸 渚処理区 分流式 S46 2 市 5,882ha 

鴻池処理区 合流式一部分流 S40 9 市 6,731ha 
寝屋川 

川俣処理区 合流式一部分流 S41 6 市 8,917ha 

今池処理区 分流式 S45 8 市 6,256ha 

大井処理区 分流式 S49 9 市町村 7,403ha 大和川下流 

狭山処理区 分流式 S48 3 市 5,256ha 

北部処理区 分流式 S48 7 市町 12,625ha 

中部処理区 分流式 S55 6 市町 6,743ha 南大阪湾岸 

南部処理区 分流式 S62 4 市町 4,284ha 

流域全体   42 市町村 82,878ha 
 
※1)採択年度は、流域下水道事業としての着手年度であり、猪名川、安威川、淀川右

岸、大和川下流流域下水道事業は、一部、流域下水道事業着手前の単独公共下水道

事業を継承している。 

 

○流域下水道の整備状況と流域別下水道普及状況（単位：％） 

処理場整備率※3    区分 

流域名 
処理区名 

下水道普及率

[H18 末] ※1 

幹線整備率 

[H19 末] ※2 [H19 末] 内高度処理整備率※4 

猪名川 原田処理区 100 100 100 47 

安威川 中央処理区 98 99 76 24 

淀川右岸 高槻処理区 97 93 89 0 

淀川左岸 渚処理区 89 89 67 26 

鴻池処理区 95 71 100 0 
寝屋川 

川俣処理区 89 76 80 0 

今池処理区 85 94 67 17 

大井処理区 72 92 59 59 大和川下流 

狭山処理区 80 100 67 38 

北部処理区 83 97 64 48 

中部処理区 43 100 38 38 南大阪湾岸 

南部処理区 48 100 37 37 

流域全体 87 88 76 26 
 
※1)流域下水道計画区域の現住人口に対する下水道整備済区域の人口の割合を表す 

※2)計画延長に対する整備済み延長の割合を表す 

※3)計画処理能力に対する、現有施設能力の割合を表す 

※4)計画処理能力に対する、窒素・リンの同時除去に対応する施設能力の割合を表す 

 



平成20年度　建設事業再評価（流域下水道事業） 

■事業種別 下水道

■事業目的 都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の水質の保全に資することを目的とする ※前回再評価時点（H10)から変更があった場合、下段に（　）書きでその時点の数値を記載

[下水道普及率]※4 [幹線整備率]※5 　　[処理場整備率]※6

内高度処理
整備率※7

a b c d e1 e2 e3 e4 f g h1 h2 i j1 j2 j3 j4 k

①猪名川 原田処理区 分流式一部合流 豊中市他 4市町 5,470ha 1箇所 － 42km S42 <H39> 約1,016億円 約785億円 7.8 100% 100% 100% 47%

(約923億円) (約570億円) (98%) (84%) (100%) (0%)

②安威川 中央処理区 分流式一部合流 茨木市他　6市 8,294ha 1箇所 4箇所 54km S42 <H60> 約2,534億円 約2,244億円 8.3 98% 99% 76% 24%

(8,176ha) (55km) (約3,496億円) (約1,781億円) (82%) (79%) (65%) (0%)

③淀川右岸 高槻処理区 分流式一部合流 高槻市他　3市町 5,017ha 1箇所 2箇所 37km S45 <H56> 約1,864億円 約1,602億円 4.8 97% 93% 89% 0%

(5,573ha) (1箇所) (約2,146億円) (約1,282億円) (79%) (89%) (66%)

④淀川左岸 渚処理区 分流式 枚方市他　2市 5,882ha 1箇所 1箇所 22km S46 <H40> 約1,159億円 約929億円 4.3 89% 89% 67% 26%

(5,838ha) (約1,825億円) (約634億円) (47%) (88%) (41%) (0%)

⑤寝屋川 鴻池処理区 合流式一部分流 大東市他　9市 6,731ha 2箇所 9箇所 93km S40 <H42> 約3,720億円 約2,503億円 7.2 95% 71% 100% 0%

(6,725ha) (90km) (約2,602億円) (約1,585億円) (78%) (62%) (72%)

⑥寝屋川 川俣処理区 合流式一部分流 東大阪市他　6市 8,917ha 2箇所 9箇所 106km S41 <H41> 約4,834億円 約3,659億円 8.5 89% 76% 80% 0%

(107km) (約3,412億円) (約2,161億円) (63%) (52%) (58%)

⑦大和川下流 今池処理区 分流式 松原市他　8市 6,256ha 1箇所 － 51km S45 <H40> 約2,217億円 約1,792億円 3.9 85% 94% 67% 17%

(52km) (約2,118億円) (約1,439億円) (43%) (83%) (35%) (0%)

⑧大和川下流 大井処理区 分流式 藤井寺市他　9市町村 7,403ha 1箇所 2箇所 55km S49 <H40> 約1,153億円 約1,053億円 3.6 72% 92% 59% 59%

(7,372ha) (63km) (約1,097億円) (約889億円) (41%) (76%) (20%) (20%)

⑨大和川下流 狭山処理区 分流式 大阪狭山市他　3市 5,256ha 1箇所 2箇所 27km S48 <H40> 約906億円 約812億円 3.7 80% 100% 67% 38%

(5,231ha) (3箇所) (約745億円) (約338億円) (61%) (56%) (28%) (0%)

⑩南大阪湾岸 北部処理区 分流式 岸和田市他　7市町 12,625ha 1箇所 1箇所 56km S48 <H39> 約1,422億円 約1,152億円 4.7 83% 97% 64% 48%

(11,489ha) (2箇所) (約1,399億円) (約900億円) (55%) (89%) (25%) (10%)

⑪南大阪湾岸 中部処理区 分流式 貝塚市他　6市町 6,743ha 1箇所 － 28km S55 <H40> 約994億円 約781億円 5.8 43% 100% 38% 38%

(6,741ha) (22km) (約916億円) (約684億円) (25%) (80%) (35%) (35%)

⑫南大阪湾岸 南部処理区 分流式 泉南市他　4市町 4,284ha 1箇所 2箇所 24km S62 <H40> 約631億円 約580億円 3.4 48% 100% 37% 37%

(3,013ha) (20km) (約625億円) (約545億円) (24%) (69%) (19%) (19%)

流域全体 42市町村 82,878ha 14箇所 32箇所 594km 約22,450億円 約17,892億円 87% 88% 76% 26%

(80,801ha) (33箇所) (592km) (約21,304億円) (約12,808億円) (63%) (72%) (53%) (5%)

完成予定年度  ※1） 費用効果分析（B/C) 整備状況の評価

※4）下水道普及率
流域下水道計画区域の現住人口に対す
る下水道整備済区域の人口の割合を表
す
※5）幹線整備率
計画延長に対する整備済み延長の割合
を表す
※6）処理場整備率
計画処理能力に対する、現有施設能力
の割合を表す
※7)高度処理整備率
計画処理能力に対する、窒素・リンの同
時除去に対応する施設能力の割合を表
す

整備状況

B/C
※3

事業概要

内投資済み
事業費

完成予
定年度
※1

事業費（内訳）
※2事業

採択
年度

処理区 所在地

[幹線管渠][処理区域] [処理場]

○下水道普及率
いずれの流域においても、事業進捗上の課題はなく、10年前に比べて着実に進捗し
ている。南大阪湾岸流域において、一部普及率の低い処理区があるが、着手時期が
遅かったことから、普及率が低いものの、普及率の伸び率では北部・東部地域と同等
であり、10年前に比べると着実に進捗している。
○幹線整備率
いずれの流域においても、事業進捗上の課題はなく、10年前に比べて着実に進捗し
ている。寝屋川流域は、浸水対策のレベルアップ事業として他流域にはない増補幹
線の整備を行うことから、他流域に比べて整備率は低いものの、10年前に比べると着
実に進捗し、汚水幹線としては概成している。
○処理場整備率
いずれの流域においても、市町村施行の流域関連公共下水道の進捗による流入水
量の増加に併せて建設していることから、事業進捗上の課題はなく、10年前に比べて
着実に進捗している
○高度処理整備率
寝屋川流域は、既存処理場（鴻池水みらいセンター・川俣水みらいセンター）用地が
狭いことから、高度処理施設を設けることが困難であるため、高度処理整備率は10年
前と変化はないが、現在建設中の処理場（なわて水みらいセンター・竜華水みらいセ
ンター）が供用すれば、平成22年度末には再評価時から鴻池処理区で約23%、川俣処
理区で約15%となる。また、淀川右岸流域では、来年度、高度処理施設の一部を供用
する予定になっており、来年度時点では再評価時から約7％増加する。他流域は、事
業進捗上の課題はなく、10年前に比べて着実に進捗している

備　　考

■下水道事業の費用効果分析マニュアル
(案)（平成18年11月、㈶日本下水道協会）に
基づき算出

流域下水道事業のしくみ上、大阪府・市町村
が各々実施する事業は一体不可分の関係で
あるため、費用・便益をそれぞれ合算し、総合
的に評価を行うこととしている。また、B/Cの
算出に当たっては、上記マニュアルに基づ
き、新規の建設事業費のみならず改築更新
費や維持管理費についても計上している。
なお、費用効果分析については、汚水事業と
雨水事業に分けて算出することとしているが、
合流区域を有している処理区については、事
業費を汚水と雨水を分けて評価することが困
難なため、合算して評価している。

※3）
汚水事業（一部、合流雨水を含む）の費用効
果分析結果を記載した

事業名

全体事業費

事業費の変動理由

流域下水道事業においては、次の理由により、
完成予定年度を一概に定められない。
○複数の市町村にわたる広域的な事業である
こと、事業内容が多岐にわたること、関連市町
村の公共下水道事業の進捗状況が個々に異な
ることから、事業期間が長期に及ぶ事業であ
る。
○その間、社会情勢の変化等に伴い、大阪湾
流域別下水道整備総合計画の見直しや、既設
の下水道施設の改築更新時期の変動により、
事業スケジュールが変更されるとともに、関連
する市町村事業にも影響が及ぶこととなる。

　なお、< >書きで記載している年度は、費用効
果分析算出のために、汚水は高度処理事業
（概ね認可計画区域の水量を処理）が完了する
時点を、雨水(分流)は概ね認可計画区域の整
備が完了する時点を想定した年度であり、年次
が長期にわたる方を記載。

○合流式下水道緊急改善事業に伴う処理場・ﾎﾟﾝﾌﾟ場・管
渠の費用増加
○地震対策に伴う処理場・ﾎﾟﾝﾌﾟ場・管渠の費用増加
○現在策定中の大阪湾流域別下水道整備総合計画の見
直しに係る人口ﾌﾚｰﾑの減少及び生活様式の変化や社会
の節水意識の高まりに伴う水使用量の減少による処理場
の費用減少
○過年度事業費の精算、将来事業費の精査による費用の
増減

※2）
再々評価時における事業費については、※1で設定した完
成年度までの新規の建設事業費相当分を計上した。

排除方式

[ポンプ場]

　淀川以北の流域下水道と淀川左岸流
域下水道については、市街地の形成に
併せて比較的早くから着手しており、下
水道普及、幹線整備ともにほぼ完成に
近づいているため、各処理区の残事業
は合流改善と処理場整備（高度処理含
む）であり、約2割程度。

　寝屋川流域下水道については、着手時期が早
いことから普及率は高いが、計画区域の大半で
合流式を採用したことから、雨水のレベルアップ
計画に伴う浸水対策や合流改善の実施が必要。
また処理場の高度処理化も残っていることから、
残事業は約3割程度。事業費では府全体の約5割
を占めている。

　大和川以南の流域下水道について
は、事業着手が比較的遅いため、下水
道普及率は低い。しかしながら、幹線整
備はほぼ完成に近づいているため、各
処理区の残事業は処理場整備（高度処
理含む）であり、約2割程度。
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